
松田町議会だより

No.212
2018.11.15

第３回定例会の概要・決算質疑 ･･･ 2
条例・指定管理者・補正予算 ･････ 6
常任委員会の審査概要 ･･･････････ 7
議案審議結果一覧 ･･･････････････ 8

一般質問 ･････････････････････  9
議員行政視察報告 ･････････････ 13
住みやすい町を目指して㉟ ･････ 14

心に響いた生徒と先生のハーモニー
開校72年　寄中学校最後の文化活動発表会　9/23（日）



2

一般会計５か年の決算額の推移歳入

単位：万円歳出

10億円 20億円 30億円 40億円 50億円

29年度

28年度

27年度

26年度

25年度 390,388
364,291

408,456
388,625

429,521
400,179

436,480
410,269

457,797
427,992

機
構
改
革
で
安
全
防
災

担
当
室
長
と
定
住
少
子
化
担

当
室
長
を
配
置
し
た
が
、
現

在
は
総
務
課
長
と
政
策
推
進

課
長
が
そ
れ
ぞ
れ
室
長
を
兼

務
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

（
副
町
長
）

　

防
災
や
定
住
は
重
要
な
セ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
本
年

度
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
り
、

や
む
を
得
ず
課
長
職
を
置
け

な
く
な
っ
た
。
係
員
を
１
名

ず
つ
増
や
し
て
対
応
し
て
い

る
。
今
後
、
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
み
て
対
応
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

の
返
礼
品
の
額
が
、
松
田
町

も
３
割
を
超
え
て
い
る
報
道

が
あ
る
が
、
ど
う
対
応
し
て

い
く
か
。

（
定
住
少
子
化
担
当
室
）

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は

１
億
円
を
超
え
た
。
返
礼
品

は
５
品
目
が
３
割
を
超
え
て

い
る
が
、
今
後
は
国
の
方
針

に
沿
っ
て
見
直
し
て
い
く
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
に

伴
っ
て
、
税
収
や
普
通
交
付

税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
が
、

今
後
の
財
政
計
画
や
施
策
の

考
え
方
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。（

政
策
推
進
課
）

　

総
合
計
画
の
中
に
町
に
留

ま
っ
て
も
ら
う
施
策
や
子
供

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を

整
え
る
取
り
組
み
、
民
地
や

町
有
財
産
を
活
用
し
住
宅
地

の
誘
導
等
を
進
め
て
い
く
。

人
口
を
確
保
し
、
町
の
魅
力

を
継
続
的
に
創
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
創

生
交
付
金
の
活
用
、
新
た
な

財
源
や
自
主
財
源
の
確
保
を

進
め
る
た
め
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
い
く
。

寄
地
区
の
生
活
排
水
処

理
事
業
計
画
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　

昨
年
の
生
活
排
水
処
理
審

政

策

・

方

針

一
般
会
計
決
算
の
主
な
質
疑

平成30年
第3回定例会

会期　9月4日（火）〜14日（金）

9/4 一般質問
　利根川議員･井上議員� （Ｐ9）
　田代議員･南雲議員� （Ｐ10）
　石内議員･飯田議員� （Ｐ11）

9/5 一般質問
　齋藤議員・鈴木議員� （Ｐ12）
　大舘議員� （Ｐ13）

9/6 議案審議
　�議案９件（条例・指定管理者・補
正予算）

現地視察

9/7 議案審議等
　�認定９件（決算）

9/10 委員会審査
　�常任委員会３件（条例・指定管
理者）

9/12 委員会審査  
　�常任委員会２件（指定管理者）

9/13 委員会審査
　�特別委員会1件（決算）

9/14 議案審議等 
　�委員会報告４件（条例・指定管
理者、決算）、認定８件（決算）、
報告２件、諸般報告等が行われ、
閉会しました。

９会計の決算を認定
歳入 82億2701万円 　歳出 76億4766万円
歳入歳出差引残額  5億7935万円
　本会議4日目の9月7日、町長より平成29年度の一般会計
及び8特別会計等の歳入歳出決算が一括上程され、代表監査委
員の決算報告が行われました。一般会計の決算額は、歳入45
億7797万円に対し、歳出42億7992万円で、差引額は2億
9805万円となり、特別委員会に付託されました。一方、8
特別会計等の決算総額は、歳入36億4904万円に対し、歳出
33億6774万円で、差引額は2億8130万円となりました。
　9月13日には、議員6名と議長（オブザーバー）による一
般会計決算審査特別委員会を開催し、町長のあいさつ後、副町
長・教育長以下、参事・課長から係長職の職員が出席して、詳
細に審査を行いました。
　ここでは、一般会計決算審査特別委員会の主な審査概要をご
紹介します。
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一
般
会
計
と
国
保
特
別

会
計
で
、
収
納
対
策
員
を
そ

れ
ぞ
れ
１
名
、
合
計
２
名
配

置
し
て
い
る
が
、
町
税
と
国

民
健
康
保
険
税
だ
け
徴
収
し

て
い
る
の
か
。
徴
収
額
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

（
税
務
課
）

　

町
税
と
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
併
せ
て
徴
収

し
て
い
る
。
徴
収
額
は
、
１

５
０
０
万
円
程
に
な
る
。

東
京
で
は
、
民
間
に
徴

収
を
委
託
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
民
間
委
託
も
考

え
て
は
ど
う
か
。

（
税
務
課
）

　

民
間
委
託
の
コ
ス
ト
や
ど

こ
ま
で
や
る
の
か
を
研
究
を

し
て
い
る
。
他
市
町
村
と
も

研
究
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

方
法
を
考
え
て
い
る
。

29
年
度
決
算
に
お
け
る

実
質
公
債
費
比
率
は
ど
の
く

ら
い
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　

28
年
度
よ
り
０
・
２
ポ
イ

ン
ト
下
が
り
５
・
７
％
と
な

っ
て
い
る
。

今
後
の
実
質
公
債
費
比

率
の
見
込
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　

学
校
建
設
を
見
込
む
と
、

最
大
11
％
ぐ
ら
い
ま
で
上
が

っ
て
く
る
予
定
。
こ
れ
に
は
、

駅
周
辺
の
整
備
は
見
込
ん
で

い
な
い
の
で
、
そ
の
都
度
提

示
し
て
い
く
。

女
性
活
躍
推
進
計
画
策

定
委
託
料
１
２
４
０
万
円
の

成
果
と
、
今
後
の
進
め
方
は

ど
う
な
る
か
。

（
定
住
少
子
化
担
当
室
）

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
等
に
基
づ
く
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
、
女
性
活
躍
総
合

戦
略
の
２
つ
の
計
画
を
策
定

し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
も

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
既
に
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強

会
を
実
施
し
て
い
る
。

都
市
整
備
事
業
費
の
不

用
額
が
相
当
あ
る
が
、
そ
の

理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

南
口
駅
前
広
場
整
備
工
事

に
伴
う
用
地
買
収
費
及
び
建

物
補
償
が
、
契
約
に
至
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
、
不
用
額
に

計
上
し
た
。

南
口
駅
前
広
場
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
は
、
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

全
体
事
業
費
は
12
億
１
千

万
円
程
を
予
定
し
て
お
り
、

29
年
度
ま
で
に
６
億
１
千
万

円
程
を
支
出
し
て
い
る
。
残

り
の
事
業
は
、
用
地
取
得
・

建
物
の
補
償
、
駅
前
の
広
場

の
歩
道
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

の
工
事
が
あ
る
。

収

支

・

財

政

議
会
で
、
寄
地
区
は
合
併
処

理
浄
化
槽
で
整
備
し
て
い
く

答
申
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
計

画
を
作
成
す
る
。

平成29年度 会計別決算の状況
9会計の歳入決算額 ⇒ 82億2701万円　前年度比 ＋3.8％

南口整備は今後も予定されている

計画書に基づき事業展開される

　実質公債費比率とは、地方公共団体の借

入金（地方債）の返済額（公債費）の大き

さを、その地方公共団体の財政規模に対す

る割合で表したものです。

　18％以上だと、新たな借金をするために

国や都道府県の許可が必要。2５％以上だと

借金を制限されます。

※１万円未満を四捨五入しているので、合計が一致しない場合があります。

… 市町村が独自に調達できる財源　 ⇒町税、手数料、使用料、諸収入、分担金 他自主財源
… 国や県から交付される財源や借金　 ⇒地方交付税、国県支出金、町債 他依存財源

一般会計の歳入額
45億7797万円　前年度比＋4.9％
自主財源

22億5683万円
依存財源

23億2114万円

①国民健康保険事業特別会計　17億2947万円　　②介護保険事業特別会計　10億5194万円
③その他６会計の合計　　　　 8億6764万円

・下水道事業特別会計 　　　　３億4624万円　　　・上水道事業会計　 　　２億2133万円
・後期高齢者医療特別会計 　　１億7961万円　　　・国保診療所事業特別会計　 7464万円
・寄簡易水道事業特別会計 　　　　3912万円　　　・用地取得特別会計　 　　　 670万円

特別会計・企業会計の歳入額
36億4904万円　前年度比＋2.6％

① ② ③
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小
学
校
建
設
は
、
最
低

で
も
25
億
円
か
か
る
と
説
明

が
あ
っ
た
が
、
仮
に
30
億
円

に
な
っ
た
場
合
の
財
源
内
訳

は
ど
う
な
る
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　

国
庫
補
助
の
対
象
事
業
費

が
変
わ
ら
な
い
と
仮
定
す
る

と
国
庫
補
助
金
５
億
円
、
起

債
20
億
２
５
０
０
万
円
、
一

般
財
源
４
億
７
５
０
０
万
円

の
見
込
み
と
な
る
。
こ
れ
と

は
別
に
、
県
が
独
自
に
貸
し

て
く
れ
る
制
度
も
あ
る
の
で
、

平
準
化
と
い
う
観
点
で
は
活

用
も
考
え
て
い
る
。
金
額
が

明
確
に
な
っ
た
段
階
で
再
度

説
明
を
し
て
い
く
。

小
学
校
建
設
費
が
30
億

円
に
な
っ
た
場
合
、
教
育
施

設
整
備
基
金
を
ど
の
く
ら
い

ま
で
の
積
立
を
推
定
し
て
い

る
か
。（

政
策
推
進
課
）

　

建
設
費
が
2５
億
円
の
場
合
、

３
億
５
０
０
０
万
円
を
目
標

と
し
て
い
る
。
現
在
、
教
育

課
で
再
度
学
校
建
設
の
事
業

費
総
額
を
算
定
中
で
あ
る
た

め
、
結
論
が
出
次
第
、
見
直

し
を
し
て
い
く
。

松
田
中
学
校
と
寄
小
学

校
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ

た
が
、
松
田
小
学
校
の
設
置

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
教
育
課
）

　

松
田
小
学
校
の
状
況
を
把

握
し
検
討
し
て
い
る
。
国
に

平
成
31
年
度
に
設
置
す
る
予

定
で
申
請
し
て
い
る
。

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
の
照
明
や
音
響
設
備

の
操
作
を
利
用
者
が
直
接
で

き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

（
教
育
課
）

籠
場
住
宅
の
整
備
に
よ

り
、
借
地
の
町
営
住
宅
入
居

者
の
移
転
で
、
借
地
の
返
却

と
な
る
が
、
地
権
者
と
の
調

整
は
さ
れ
て
い
る
か
。

（
副
町
長
・
総
務
課
）

　

契
約
更
新
時
に
は
、
籠
場

住
宅
の
建
設
が
決
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
い
つ
返
却

す
る
と
具
体
的
に
は
交
渉
を

し
て
い
な
い
。
入
居
者
の
移

転
と
並
行
し
て
進
め
て
い
く
。

長
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
地
権
者
の
方
の
意
向

も
踏
ま
え
、
相
談
に
乗
り
、

協
力
し
て
い
き
た
い
。

最
近
、
消
火
栓
整
備
工

事
額
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
消
火
栓
の
充
足
率
は
ど

の
く
ら
い
か
。

（
安
全
防
災
対
策
室
）

　

音
響
や
照
明
設
備
は
集
中

管
理
し
て
い
る
。
１
１
０
０

人
規
模
の
ホ
ー
ル
で
は
難
し

い
状
況
で
す
が
、
引
き
続
き

委
託
業
者
と
可
能
か
検
討
し

て
い
く
。

　

松
田
地
区
の
消
火
栓
の
数

は
１
９
６
か
所
、
寄
地
区
が

76
か
所
設
置
し
て
い
る
。
総

務
省
で
定
め
て
い
る
消
防
水

利
の
設
置
基
準
は
、
松
田
地

区
が
半
径
１
０
０
ｍ
、
寄
地

区
が
半
径
１
２
０
ｍ
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
自
治
会
の

要
望
を
聞
き
な
が
ら
整
備
し

て
い
く
。

教

育

関

係

施

設

関

係

特別委員会での質疑応答の状況

建て替えが予定される松田小学校松田中学校に設置されたエアコン

審査の内容
　歳入については一括、歳出については各款を単位とし
て、適切な執行がされたかを中心に審査を行いました。
　なお、今後は次のことについて、留意し執行されたい。
（1）ふるさと応援寄附金については、制度に基づき適切
に執行し、財源確保に努められたい。
（2）基金の積み立ては、事業計画と合わせ計画的に積み
立てをされたい。
（3）住宅整備事業に伴い、今後借地をしている町営住宅
の敷地を返還することになるが、地権者の方と協議し
て進められたい。
（4）大型事業が今後予定されているため、公債費比率等
に留意して、計画的な財政運営をされたい。

一般会計決算審査特別委員会報告書（抜粋）

左 : 地上式消火栓、右 : 地下式消火栓
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　松田町議会は、３月・６月・９月・12月の年４回定例会が開催され
ます。また、必要に応じて臨時会が開催されます。議会での審議を誰で
も傍聴できますので、ぜひ、議場にお越しください。
� 詳細は、議会事務局へ。℡84－1335（直通）

12月議会（５日・午前９時開会）を
傍聴してみませんか！

新
松
田
駅
前
に
バ
ス
等

の
待
合
所
が
で
き
便
利
に
な

っ
た
が
、
寄
行
の
バ
ス
の
最

終
便
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う

開
け
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

（
政
策
推
進
課
・
観
光

経
済
課
）

　

バ
ス
の
事
業
者
に
待
合
所

の
開
閉
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
利
用
時
間
は
、
８
時
か

ら
18
時
で
、
こ
れ
以
降
、
夜

開
け
る
と
経
費
も
か
か
る
の

で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
取

れ
る
か
調
査
研
究
を
し
て
い

く
。

障
害
者
雇
用
促
進
法
で

定
め
ら
れ
た
障
が
い
者
の
方

を
採
用
し
て
い
る
か
。

（
総
務
課
）

　

障
が
い
者
の
方
を
３
名
雇

用
し
て
い
る
。
カ
ウ
ン
ト
と

し
て
は
、
５
名
分
と
な
り
ま

す
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
、

ど
の
く
ら
い
か
。
県
内
で
下

か
ら
何
番
目
に
な
っ
て
い
る

か
。

（
総
務
課
）

　

29
年
度
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
97
・
６
で
す
。
県
内

で
下
か
ら
７
番
目
に
な
っ
て

ド
ッ
グ
ラ
ン
使
用
料
の

予
算
額
が
１
千
２
５
９
万
円

程
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
収

入
済
額
が
８
６
７
万
円
程
で
、

予
算
に
対
し
て
68
％
と
な
っ

た
要
因
は
何
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
で

平
成
30
年
１
月
か
ら
３
月
分

の
収
入
は
、
指
定
管
理
者
の

収
入
に
な
っ
た
こ
と
や
、
売

り
上
げ
が
期
待
で
き
る
10
月

に
、
２
度
の
台
風
が
土
曜
日

と
日
曜
日
を
直
撃
し
た
こ
と

も
あ
り
、
減
収
と
な
っ
た
。

寄
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヴ
ィ
レ

い
る
。子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ッ
ジ
事
業
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
や

七
つ
星
カ
フ
ェ
の
運
営
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

と
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
実
績
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

（
子
育
て
健
康
課
）

　

29
年
度
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
利
用
者
は
６
１
４

２
人
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、

３
９
５
人
で
年
々
増
加
し
て

い
る
。が

ん
に
対
し
て
は
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
基
本

で
す
が
、
検
診
の
受
診
率
を

上
げ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
努
力
を
し
て
い
る
か
。

（
子
育
て
健
康
課
）

　

特
定
健
康
診
査
と
同
時
に

が
ん
検
診
を
実
施
し
、
受
診

率
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
前

年
度
の
が
ん
検
診
受
診
者
に

は
、
申
し
込
み
が
な
く
て
も
、

（
観
光
経
済
課
）

　

指
定
管
理
が
本
年
１
月
か

ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の

４
月
か
ら
12
月
の
ド
ッ
グ
ラ

ン
の
売
上
は
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
２
３
２
万
円
増
え
て

い
る
。
七
つ
星
カ
フ
ェ
は
、

今
年
度
の
４
か
月
分
で
2５
万

円
程
の
プ
ラ
ス
の
収
支
と
な

っ
て
お
り
、
順
調
に
き
て
い

る
。

受
診
票
等
を
送
付
し
て
い
る
。

そ
　

の
　

他

平成３０年１月より指定管理者が運営

新松田駅前に設置されたお休み処「つむＧＯ」

町の子育て支援センターとファミリーサポート
センターは併設されている

　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料

月額を100とした場合の、地方公務員一般行

政職の給与水準を示した指数です。高い指数

の自治体には、特別交付税や起債の制限が行

われます。平成29年４月１日現在の、県内の

市町村の平均は、100．7、最高102．４、最低

91．3となっています。
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▼
松
田
町
古
民
家
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、

歴
史
・
自
然
・
農
業
体
験
等

の
実
施
や
地
域
情
報
の
発
信

等
を
通
じ
て
、
地
域
の
振
興

及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

▼
松
田
町
情
報
公
開
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
政
に
対
す
る
町
民
参
加

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
町

政
に
お
け
る
透
明
性
・
公
平

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
会

議
の
公
開
を
加
え
る
等
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施

行
に
よ
り
、
本
条
例
に
引
用

す
る
条
項
が
変
更
と
な
っ
た

た
め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
公
共
賃
貸
住
宅
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

　

ま
つ
だ
住
宅
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
㈱
を
、
平
成
30
年
11
月
１

日
か
ら
平
成
60
年
３
月
31
日

ま
で
の
29
年
５
か
月
間
、
松

田
町
公
共
賃
貸
住
宅
（
籠
場

住
宅
）
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
も
の
で
す
。

（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

▼
松
田
町
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

ま
つ
だ
住
宅
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
㈱
を
、
平
成
31
年
３
月
１

日
か
ら
平
成
60
年
３
月
31
日

ま
で
の
29
年
１
か
月
間
、
松

田
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

（
町
屋
住
宅
）
の
指
定
管
理

者
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

▼
平
成
30
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
４
０
８
６
万
３
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
５0
億

５
５
９
９
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
普

通
交
付
税
、
前
年
度
繰
越
金
、

歳
出
は
町
有
地
整
備
工
事
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

市
町
村
定
率
負
担
金
過
年
度

分
精
算
金
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

購
入
、
湯
の
沢
児
童
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
な
ど
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
松
田
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６

６
２
８
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
1４
億
９
５
４
２

万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
前

年
度
繰
越
金
、
歳
出
で
は
シ

ス
テ
ム
改
修
負
担
金
、
国
庫

支
出
金
返
納
金
、
療
養
給
付

費
交
付
金
償
還
金
な
ど
を
補

正
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
松
田
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
１
４

０
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
11
億
９
９
４
万
５

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
一

般
会
計
繰
入
金
、
前
年
度
繰

越
金
、
歳
出
は
シ
ス
テ
ム
改

修
費
負
担
金
、
保
険
給
付
費

の
財
源
補
正
、
介
護
給
付
費

負
担
金
過
年
度
分
返
還
金
な

ど
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
松
田
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
５
７

万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
１
億
７
８
８
０
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
前

年
度
繰
越
金
、
高
齢
者
医
療

制
度
円
滑
運
営
事
業
費
補
助

金
、
歳
出
は
保
険
料
納
付
金

過
年
度
分
精
算
金
な
ど
の
補

正
を
す
る
も
の
で
す
。

審
議
の
結
果

　

以
上
、
条
例
３
件
、
指
定

管
理
２
件
、
補
正
予
算
４
件
、

決
算
の
認
定
９
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
18

件
が
可
決
（
認
定
）
さ
れ
ま

し
た
。
採
決
の
結
果
は
、
８

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

条
例
・
指
定
管
理
者
・
補
正
予
算

籠場住宅が完成し11月より入居が始まる

屋根等を改修する湯の沢児童センター
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▼
議
案
第
42
号　

松
田
町
古

民
家
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
９
月
６
日

に
上
程
さ
れ
、
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
を
し
、
９

月
10
日
に
委
員
会
を
開
催
し

審
査
を
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
使
用
料
の

設
定
、
農
業
体
験
の
想
定
、

宿
泊
や
休
憩
の
考
え
方
等
を

質
疑
し
、
豊
か
な
地
域
資
源

を
活
用
し
、
地
域
の
振
興
及

び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
た
め
、
必
要
な
条
例

と
判
断
し
、
賛
成
全
員
で
原

▼
議
案
第
45
号　

松
田
町
公

共
賃
貸
住
宅
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

▼
議
案
第
46
号　

松
田
町
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

こ
の
２
つ
の
議
案
は
、
９

月
６
日
に
上
程
さ
れ
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
を

し
、
９
月
10
日
と
12
日
に
委

員
会
を
開
催
し
審
査
を
し
ま

し
た
。

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
、
上
記
の
と
お

り
報
告
書
を
1４
日
の
本
会
議

で
報
告
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
指
定
管
理

者
の
候
補
者
よ
り
提
出
さ
れ

た
施
設
の
事
業
計
画
書
及
び

収
支
計
画
書
等
を
審
査
し
ま

し
た
。

　

議
案
第
４５
号
と
議
案
第
４6

号
は
、
松
田
町
住
宅
整
備
事

業
の
事
業
契
約
者
の
ま
つ
だ

住
宅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会

社　

代
表
取
締
役　

西
山
和

成
（
松
田
町
松
田
庶
子
４
１

７
番
地
イ
号
二
）
を
、
指
定

管
理
者
に
指
定

す
る
こ
と
に
、

賛
成
全
員
で
原

案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
、
下

記
の
と
お
り
報

告
書
を
1４
日
の

本
会
議
で
報
告

し
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
議
案

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
議
案

条例化され活用される萱沼地区の古民家

完成した公共賃貸住宅(籠場住宅)の室内

審査の内容
　観光経済課長及び担当職員出席のもと、使用料の設定根
拠、施設の指定管理者による稼働シミュレーション、今後
のスケジュール等を詳細に審査しました。
　審査の結果、農業体験等を取り入れた宿泊施設であるた
め、利用料金の設定、農業体験の想定、宿泊や休憩の考え
方等を質疑し、豊かな地域資源を活用し、地域の振興及び
地域経済の活性化に寄与するため、必要な条例と判断しま
した。なお、次の項目について、強く申し入れをして原案
のとおり賛成することとしました。
（1）既納の利用料金の還付については、指定管理者が還付
する条件を明確にし周知されたい。
（2）この施設は、指定管理が前提となっているため、町は
食品衛生面での配慮をされたい。

松田町古民家の設置及び管理に関する条例
産業厚生常任委員会報告書（抜粋）

審査の内容
　総務課長、政策推進課長及び担当職員出席のもと、籠場
住宅の維持管理費収支計画について慎重に審査しました。
具体的には、町が借地している既存町営住宅入居者が籠場
住宅に移転した場合の家賃低廉化に伴う減額分と維持管理
経費について詳細に検討しました。
　審査の結果、この指定管理者の指定は松田町住宅整備事
業の事業契約（平成29年10月18日締結）に基づくもの
であり、その際に特別委員会で審査した内容を概ね遵守し
た維持管理経費となっていることから、原案のとおり賛成
することとしました。

松田町公共賃貸住宅の指定管理者の指定について

総務文教常任委員会報告書（抜粋）

審査の内容
　総務課長、政策推進課長及び担当職員出席の
もと、町屋住宅の維持管理費収支計画について
詳細に検討しました。
　審査の結果、この指定管理者の指定は松田町
住宅整備事業の事業契約（平成29年10月18
日締結）に基づくものであり、改修計画等を定
期的に実施し、居住者の良好な生活環境を保持
し、長期に渡る入居率90パーセント以上の当
初目標を堅持する計画となっていることから、
原案のとおり賛成することとしました。

松田町地域優良賃貸住宅の指定管理者の
指定について

総務文教常任委員会報告書（抜粋）
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第3回定例会（9月議会） ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決　認…認定　欠…欠席

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案等

審

議

結

果

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

飯
田　
　

一

利
根
川　

茂

小
澤　

啓
司

石
内　
　

浩

齋
藤　
　

永

鈴
木　

眞
德

大
舘　

秀
孝

議案42 松田町古民家の設置及び管理に関する条例
（産業厚生常任委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 松田町情報公開条例の一部を改正する条例 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 松田町介護保険条例の一部を改正する条例 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 松田町公共賃貸住宅の指定管理者の指定について
（総務文教常任委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 松田町地域優良賃貸住宅の指定管理者の指定について
（総務文教常任委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 平成30年度松田町一般会計補正予算（第４号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 平成30年度松田町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 平成30年度松田町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 平成30年度松田町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定 1 平成29年度松田町一般会計歳入歳出決算の認定について
（一般会計決算審査特別委員会報告） 認 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 平成29年度松田町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 認 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 平成29年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳
出決算の認定について 認 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 平成29年度松田町上水道事業会計利益の処
分及び決算の認定について

利益の処分 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
決算の認定 認 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 平成29年度松田町寄簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 認 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 平成29年度松田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
について 認 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 平成29年度松田町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 認 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 平成29年度松田町用地取得特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 平成29年度松田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について 認 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 中野博議長は、採決には加わらない。
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町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

　

今
年
も
町
広
報
６
月
号
に

よ
り
、
町
一
般
行
政
職
等
の

募
集
が
さ
れ
、
９
月
に
は
第

２
次
試
験
も
終
わ
り
合
否
が

決
定
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

松
田
町
の
未
来
を
町
民
と

と
も
に
創
っ
て
い
く
有
為
な

人
材
を
採
用
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

　

さ
て
、
職
業
選
択
の
自
由

は
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
近
年
本
町
に
か
か

わ
ら
ず
採
用
予
定
の
応
募
年

齢
が
40
歳
未
満
と
す
る
自
治

体
が
多
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
20
代
か
ら
30
代
の
職
員

が
他
市
職
員
に
ト
ラ
バ
ー
ユ

す
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
あ
る
町
で
は
、
そ
の

年
齢
の
男
子
職
員
が
極
端
に

少
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

⑴　

本
町
の
実
態
と
そ
の
原

因
は
何
で
す
か
。

⑵　

県
下
の
町
村
の
実
態
は
。

　

そ
の
対
策
を
考
え
て
い
ま

す
か
。採用時から注意

を払います

回答（町長）

⑴　

近
年
10
年
間
の
状
況
を

申
し
上
げ
ま
す
と
、
毎
年
２

名
程
度
の
職
員
が
様
々
な
理

由
に
よ
り
、
退
職
を
し
て
い

ま
す
。
理
由
は
、
個
人
・
家

族
の
都
合
で
退
職
し
た
も
の

が
10
名
、
自
身
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
目
指
し
て
退
職
さ
れ

た
も
の
が
６
名
、
そ
の
他
の

理
由
が
６
名
で
す
。
職
員
養

成
を
行
っ
て
い
る
途
中
で
の

退
職
は
、
全
体
の
戦
力
を
弱

め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ

う
に
、
採
用
時
か
ら
注
意
を

払
っ
て
い
る
。

⑵　

県
内
13
町
村
で
も
、
毎

年
１
名
程
度
の
若
手
職
員
が

他
の
自
治
体
等
へ
転
職
し
て

　

２
０
２
６
年（
平
成
38
年
）

を
目
標
年
次
と
し
た
「
松
田

町
第
６
次
総
合
計
画
」
の
策

定
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

過
日
、「
第
６
次
総
合
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
」
、「
総
合

計
画
策
定
の
考
え
方
」
及
び

「
総
合
計
画
の
骨
子
案
」
な

ど
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
中
で
す
の
で
、

具
体
的
な
内
容
等
に
つ
い
て

は
発
表
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
第
６
次
総
合
計

画
の
基
本
理
念
及
び
施
策
の

大
綱
に
つ
い
て
の
考
え
方
は

い
る
。
退
職
者
を
出
さ
な
い

た
め
に
も
、
公
務
員
と
し
て

の
基
礎
研
修
や
各
課
内
で
の

職
員
間
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
を

す
る
こ
と
で
、
職
員
に
安

心
・
自
信
を
つ
け
て
も
ら
う

よ
う
対
策
を
図
っ
て
い
る
。

計
画
策
定
の
基
本
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
基
本
理
念
」
及

び
「
施
策
の
大
綱
」
の
考
え

方
に
つ
き
ま
し
て
、町
長
の

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

総合計画は
幸福度の向上を

回答（町長）

　

第
６
次
総
合
計
画
で
は
、

『
緑
と
清
流
、
町
民
の
心
と

命
の
源
、
全
て
の
命
を
未
来

に
つ
な
ぎ
育
む
松
田
町
』
を

基
本
理
念
と
す
る
。

　

新
総
合
計
画
の
策
定
で
は
、

「
町
民
や
地
域
と
連
携
し
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
、「
町

民
の
安
定
的
な
暮
ら
し
」
、

「
文
化
の
継
承
・
事
業
承
継
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ

く
り
意
識
」
を
戦
略
課
題
と

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
を
取

入
れ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
、

「
郷
土
愛
」
を
持
つ
「
人
づ

く
り
」
を
進
め
て
行
く
こ
と

を
目
標
と
す
る
。

　

「
全
て
の
命
を
未
来
に
つ

な
ぎ
育
む
」
た
め
、
町
の
地

域
資
源
を
積
極
的
に
活
か
し
、

「
地
産
外
商
」
に
よ
る
地
域

経
済
循
環
で
、
町
財
政
の
健

全
化
を
図
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
に
よ
り
幸
福
度
の

向
上
を
促
進
す
る
こ
と
を
第

６
次
総
合
計
画
の
将
来
像
と

考
え
て
い
る
。

町
職
員
の
他
市
職
員
へ
の
流
出
に
つ
い
て

質
問
者

　
利
根
川
　
茂
　
議
員

第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
と

施
策
の
大
綱
に
つ
い
て

質
問
者

　
井
上
　
栄
一
　
議
員

　松田町第６次総合計画と
は、総合的・効率的な行財

政の運営を図るための町づ

くりの指針となるもので、

現在、平成31年度から38年

度までの８年間の計画を策

定しています。
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財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税

の
平
成
29
年
度
決
算
額
は
、

16
億
３
９
２
６
万
円
、
10
年

前
と
比
較
し
約
１
億
７
４
０

０
万
円
の
減
で
す
。
一
方
、

財
源
不
足
を
補
填
す
る
国
か

ら
の
地
方
交
付
税
は
、
８
億

７
４
２
８
万
円
、
約
３
億
１

０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
の
地
方
交

付
税
は
減
額
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
主

財
源
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
新
た
な
総
合
計
画

に
お
け
る
「
土
地
利
用
と
財

源
確
保
」
の
た
め
の
重
点
施

策
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

⑴　

生
産
年
齢
人
口
を
増
と

す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
事
業

⑵　

低
（
未
）
利
用
地
を
高

度
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
財

源
確
保
策

⑶　

新
松
田
駅
南
口
～
仲
町

屋
・
沢
尻
町
営
住
宅
～
川
音

川
右
岸
の
土
手
～
文
久
橋
ま

で
の
道
路
計
画

民活による住宅整備の
ため、町道等の環境
整備に取り組む
回答（町長）

⑴　

官
民
連
携
手
法
に
よ
り
、

子
育
て
世
帯
向
け
地
域
優
良

賃
貸
住
宅
の
整
備
を
進
め
る

一
方
、
住
宅
等
の
開
発
を
誘

導
す
る
た
め
の
町
道
改
良
事

業
や
、
行
き
止
ま
り
道
路
・

狭
あ
い
道
路
の
解
消
な
ど
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

学
校
建
設
事
業
を
計
画
的
に

推
進
す
る
。

⑴　

現
行
の
第
５
次
総
合
計

画
（
平
成
27
年
～
平
成
30

年
）
の
施
策
に
は
、
「
郷
土

文
化
を
活
用
し
た
教
育
の
推

進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵　

一
定
規
模
の
高
度
利
用

が
見
込
ま
れ
る
用
地
は
、
民

間
活
力
の
導
入
に
よ
る
住
宅

等
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め

周
辺
の
環
境
整
備
を
進
め
る
。

町
有
地
の
特
性
を
考
慮
し
、

そ
の
利
活
用
に
も
計
画
的
に

取
り
組
む
。

⑶　

新
松
田
南
口
駅
前
広
場

整
備
事
業
で
、
周
辺
道
路
の

将
来
計
画
が
必
要
な
路
線
と

な
っ
て
お
り
、
隣
接
す
る
土

地
は
第
一
種
中
高
層
住
居
専

用
地
域
の
た
め
、
中
高
層
住

宅
等
の
整
備
計
画
が
必
要
と

考
え
る
。

国
は
、
昨
年
６
月
23
日
に
こ

れ
ま
で
の
文
化
芸
術
振
興
基

本
法
の
一
部
を
改
正
し
、
法

律
の
名
称
を
文
化
芸
術
基
本

法
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

改
正
を
総
合
計
画
の
中
で
生

か
す
た
め
に
、
文
化
芸
術
の

固
有
の
価
値
を
広
が
り
の
あ

る
形
と
し
て
、
教
育
の
中
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

⑵　

熊
本
地
震
で
は
、
支
援

の
受
け
入
れ
態
勢
が
不
十
分

で
あ
っ
た
り
、
西
日
本
豪
雨

で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活

用
方
法
の
周
知
が
不
徹
底
な

ど
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
次
期
総
合
計
画
に
お

い
て
、
新
た
に
ど
の
よ
う
な

施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

次期総合計画で
積極的に
取り組む
回答
（教育長・町長）

⑴　

子
ど
も
た
ち
が
本
物
の

文
化
・
芸
術
を
見
る
、
体
験

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
豊
か
な
情
操
を
育

て
る
上
で
、
と
て
も
重
要
な

事
と
認
識
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
地
域
の
伝
統

文
化
に
積
極
的
に
関
わ
り
、

地
域
に
伝
わ
る
貴
重
な
無
形

伝
統
芸
能
の
保
存
・
伝
承
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

毎
年
学
校
と
協
議
の
上
、

内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
本

物
の
良
さ
に
触
れ
る
芸
術
鑑

賞
を
実
施
し
て
い
く
。

⑵　

次
期
総
合
計
画
に
は
、

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

職
員
の
役
割
、
町
民
・
自
治

会
の
役
割
を
明
確
化
し
た

個
々
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
見
直

し
を
す
る
。

　

ま
た
、
要
支
援
者
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
総
合
計
画
に
位
置
付
け

整
備
し
て
、
町
民
の
安
心
安

全
に
繋
げ
て
い
く
。

質
問
者

　
田
代
　
実
　
議
員

新
た
な
総
合
計
画
に
お
け
る「
土
地
利
用

と
財
源
確
保
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
者

　
南
雲  
ま
さ
子
　
議
員

本
町
の
総
合
計
画
に
お
け
る

文
化
行
政
と
防
災
対
策
に
つ
い
て

川音川右岸の堤防（町道４号線）

大名行列の伝承教室（まつだ観光まつり）
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当
町
に
お
け
る
交
流
人
口

増
加
策
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
幅
広
い
取
り
組
み
が
伺
え

ま
す
が
、
高
齢
化
・
人
口
減

少
が
避
け
て
通
れ
な
い
中
、

こ
の
町
に
必
要
な
も
の
は
、

交
流
人
口
と
と
も
に
「
活
動

人
口
」
を
い
か
に
増
や
せ
る

か
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

新
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
30

年
度
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総

合
戦
略
は
平
成
31
年
度
が
最

終
目
標
年
度
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
交
流
人
口
に
関
す
る

現
在
の
評
価
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

⑵　

「
活
動
人
口
」
の
増
加

は
、
地
域
づ
く
り
や
住
民
参

加
の
実
質
的
拡
大
が
不
可
欠

で
す
が
、
住
民
参
加
の
新
し

い
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

「活動人口」増加
で魅力ある
町づくり
回答（町長）

⑴　

当
町
の
交
流
人
口
の
目

標
値
設
定
は
、
予
測
観
光
客

数
を
平
成
30
年
に
86
万
人
と

し
て
い
る
。
平
成
29
年
の
実

績
は
約
73
万
人
で
あ
っ
た
。

　

交
流
人
口
増
加
策
と
し
て

は
、
特
に
寄
地
区
の
魅
力
を

生
か
し
た
農
山
村
に
泊
ま
る

事
業
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
チ
ャ
ン
ス
に
す
る
な
ど
の

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

⑵　

「
活
動
人
口
」
は
、
地

域
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加

す
る
人
の
数
と
理
解
し
て
い

る
。
以
前
か
ら
地
域
活
動
に

対
し
て
、
財
政
支
援
を
続
け

て
い
る
が
、
地
域
の
中
で
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
、

　

今
年
も
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
、
収

穫
の
秋
を
迎
え
さ
ら
に
大
き

な
被
害
を
被
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
質
問
を
い
た
し
ま

す
。

⑴　

農
作
物
の
被
害
は
増
え

続
け
、
農
家
の
生
産
意
欲
は

減
退
し
、
耕
作
放
棄
地
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
の

状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑵　

空
き
家
に
な
っ
た
住
宅

子
ど
も
が
い
て
も
ど
こ
の
子

か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
こ

と
を
耳
に
す
る
。
自
治
会
と

の
協
働
で
、
こ
れ
ら
の
方
の

活
躍
で
き
る
場
や
子
ど
も
達

と
の
交
流
で
き
る
場
づ
く
り

の
推
進
を
図
り
、
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
、
魅
力
あ
る
町

に
し
て
い
き
た
い
。

が
放
置
さ
れ
、
雑
木
が
生
い

茂
り
、
ハ
チ
や
動
物
の
す
み

か
と
化
し
、
景
観
の
悪
化
、

防
犯
、
防
災
の
面
か
ら
も
問

題
が
あ
り
、
管
理
の
不
十
分

な
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し

適
切
な
措
置
は
と
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

⑶　

現
在
、
町
の
有
害
獣
防

止
柵
設
置
材
料
費
補
助
金
は

10
ａ
以
上
、
１
回
の
申
請
で

20
万
円
以
下
と
な
っ
て
い
ま

す
。
大
き
く
囲
う
場
合
、
補

助
金
の
範
囲
内
で
は
無
理
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
上
限

の
引
き
上
げ
は
で
き
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。

内容を検証し
今後の方向性
を示す
回答（町長）

⑴　

耕
作
放
棄
地
の
現
状
は

２
０
１
５
年
調
査
で
４3
ha
、

２
０
１
０
年
に
比
べ
５
ha
増

加
し
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
要
因
と
し
て
は
高
齢
化

と
世
代
交
代
に
よ
る
後
継
者

不
足
、
販
売
価
格
の
低
迷
、

さ
ら
に
有
害
獣
被
害
に
よ
る

営
農
意
欲
の
減
退
も
耕
作
放

棄
・
離
農
し
て
し
ま
う
大
き

な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。

⑵　

環
境
へ
の
悪
影
響
や
危

険
の
切
迫
性
な
ど
総
合
的
に

判
断
し
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
先
行
し
て
い
る
自
治
体

の
例
を
参
考
に
具
体
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。

⑶　

大
き
く
囲
う
場
合
、
隣

接
す
る
農
地
の
方
と
の
協
力
、

条
件
に
よ
っ
て
は
Ｊ
Ａ
の
補

助
制
度
も
併
せ
て
活
用
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
要
綱

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
利
用

実
績
や
効
果
な
ど
の
検
証
と

合
わ
せ
荒
廃
地
増
加
の
対
策

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
今
後

の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た

い
。

水田の周りを防止柵で囲み有害獣の
侵入を防いでいる

質
問
者

　
石
内
　
浩
　
議
員

交
流
人
口
、
そ
し
て

「
活
動
人
口
」
の
増
加
を
！

質
問
者

　
飯
田
　
一
　
議
員

有
害
獣
防
止
柵
設
置
材
料
費
補
助
金

の
上
限
の
引
き
上
げ
を
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日
々
起
こ
り
う
る
自
然
災

害
や
犯
罪
。
テ
レ
ビ
で
は
予

想
を
は
る
か
に
超
え
た
雨
量

に
よ
る
、
が
け
崩
れ
や
土
石

流
に
よ
る
町
の
破
壊
。
事
が

起
き
て
か
ら
な
す
す
べ
も
な

い
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、
減

災
対
策
や
防
犯
対
策
に
よ
り
、

少
し
で
も
町
民
の
命
と
財
産

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
事
を
踏
ま
え
以
下
の

こ
と
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑴　

今
年
度
の
台
風
や
大
雨

で
の
被
害
状
況
や
危
険
箇
所

の
対
応
策
は
？

⑵　

交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し

た
危
険
行
為
や
犯
罪
が
尊
い

命
を
奪
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て

お
り
ま
す
。
町
中
に
監
視
の

目
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
抑

止
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
額
な
防
犯
カ
メ
ラ
以
外
に

普
段
走
行
し
て
い
る
町
民
の

車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
付
け
て
そ
の
設
置
費
を
補

助
す
る
こ
と
は
い
か
が
で
す

か
？

早めの
情報発信に
努める
回答（町長）

⑴　

初
め
て
避
難
所
を
開
設

し
た
。
職
員
の
経
験
や
知
識

も
深
め
ら
れ
、
今
後
の
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
大
い

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

避
難
勧
告
等
の
情
報
発
信
は
、

深
夜
に
及
ぶ
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
が
、
災
害
予
報
等
を
収

集
し
、
昼
間
、
早
め
に
非
難

を
促
す
よ
う
努
め
て
い
く
。

新
た
に
県
か
ら
洪
水
ハ
ザ
ー

　

敬
老
祝
金
の
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
捻

出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
財
源
の

活
用
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
新

た
な
高
齢
者
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て
、

町
の
今
後
の
方
針
を
伺
い
ま

す
。

⑴　

高
齢
者
が
増
え
て
い
る

中
で
、
松
田
に
お
け
る
『
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
』
の
会
員
数
や

ド
マ
ッ
プ
が
示
さ
れ
た
の
で
、

町
民
に
周
知
す
る
。

⑵　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
導
入
は
、
交
通
安
全
の
意

識
の
高
揚
、
犯
罪
抑
止
効
果

が
見
込
ま
れ
る
。
記
録
デ
ー

タ
を
警
察
に
提
供
す
る
仕
組

み
、
個
人
情
報
や
町
民
へ
説

明
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
先

進
町
か
ら
情
報
を
得
て
、
導

入
に
向
け
検
討
を
し
た
い
。

活
動
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

⑵　

娯
楽
が
多
様
化
し
て
い

る
現
代
に
お
い
て
は
、
特
定

の
活
動
に
絞
る
こ
と
は
難
し

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
今
後
の

活
動
を
後
押
し
す
る
た
め
に

も
、
国
が
主
催
す
る
『
全
国

健
康
福
祉
祭
』（
通
称
：
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
の
種
目
な

ど
を
参
考
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
18
ホ
ー
ル
化
や
、
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど
新
し
い

事
業
の
環
境
整
備
な
ど
、
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
町
も

検
討
で
き
ま
せ
ん
か
。

パークゴルフ場の
18ホール化を
検討
回答（町長）

　

敬
老
祝
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
の
た
め
に

使
え
る
よ
う
に
と
い
っ
た
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑴　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
松
田
の

平
成
30
年
度
の
会
員
数
は
、

地
域
ク
ラ
ブ
３
団
体
で
１
７

０
人
、
本
部
直
轄
の
個
人
会

員
が
60
人
で
、
合
計
２
３
０

人
と
な
っ
て
い
る
。
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
、
カ
ー
レ
ッ
ト
、
カ

ラ
オ
ケ
、
合
唱
、
映
画
鑑
賞

の
五
種
目
が
月
例
で
行
わ
れ
、

ハ
イ
キ
ン
グ
や
旅
行
な
ど
も

実
施
し
て
い
る
。

⑵　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
18

ホ
ー
ル
化
は
、
補
助
事
業
要

件
に
常
設
の
散
水
施
設
の
整

備
が
あ
り
、
河
川
区
域
内
で

は
、
水
道
施
設
の
縦
断
占
用

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
他

の
補
助
制
度
の
有
無
に
つ
い

て
、
調
査
を
し
て
い
る
。
町

と
し
て
も
引
き
続
き
、
国
や

県
な
ど
の
補
助
事
業
を
調
査

し
て
検
討
し
て
い
く
。
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
松
田
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
支
援
を
行
い
た
い
。

質
問
者

　
鈴
木
　
眞
德
　
議
員

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

対
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
齋
藤
　
永
　
議
員

町
民
の
安
心
安
全
対
策
及
び

そ
の
対
応
は

ドライブレコーダーは犯罪抑止効果も

パークゴルフで健康づくり
（川音川パークゴルフ場）
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今
後
、
松
田
町
の
将
来
に

つ
い
て
、
方
向
性
を
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
ご
と
の
課
題
点
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
解
決

策
を
考
え
ら
れ
る
の
か
、
次

の
２
点
に
つ
い
て
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

⑴　

現
在
全
国
的
に
社
会
問

題
化
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
対

策
に
つ
い
て

⑵　

河
川
敷
の
安
全
面
、
活

性
化
等
に
向
け
た
利
活
用
方

法
等
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
？

河川内の整備後
に利活用を
考えたい
回答（町長）

⑴　

29
年
度
の
有
害
鳥
獣
防

除
対
策
事
業
の
主
な
取
り
組

み
は
、
有
害
獣
駆
除
報
奨
金
、

わ
な
の
購
入
、
駆
除
委
託
、

防
護
柵
巡
視
委
託
、
防
止
柵

設
置
材
料
補
助
及
び
、
新
規

事
業
と
し
て
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
し
た
ハ
ン
タ

ー
育
成
事
業
等
を
行
い
、
総

額
約
４
６
９
万
円
の
支
出
を

し
た
。
ハ
ン
タ
ー
育
成
事
業

は
、
若
手
や
女
性
等
、
新
た

に
ハ
ン
タ
ー
を
志
す
方
を
掘

り
起
こ
し
て
、
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
の
対
策
を
目
的
に

実
施
し
た
。

　

30
年
度
は
、
よ
り
実
践
的

な
体
験
が
で
き
る
よ
う
展
開

し
て
い
る
。

⑵　

町
内
に
は
、
中
津
川
、

虫
沢
川
、
川
音
川
、
酒
匂
川

の
４
河
川
が
あ
る
。
先
ず
は
、

河
川
内
の
樹
木
の
伐
採
や
流

路
の
確
保
な
ど
を
目
的
に
、

神
奈
川
県
に
働
き
か
け
て
の

河
川
内
整
備
が
先
決
で
あ
る

と
考
え
る
。
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
た
め
に
未
利
用
空
間

の
利
活
用
に
向
け
、
計
画
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議 員 行 政 視 察 報 告
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
推
進
計
画

　

小
国
町
は
、
面
積
は
７
３

８
㎢
で
松
田
町
の
約
19
倍
の

広
さ
で
あ
り
、
9５
％
が
ブ
ナ

林
に
覆
わ
れ
た
山
地
で
、
人

口
減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に

進
行
し
て
い
ま
す
。

　

雪
解
け
と
共
に
発
芽
す
る

大
量
の
山
菜
を
活
用
し
た
町

お
こ
し
事
業
で
す
。
特
産
品

と
し
て
、
山
菜
の
水
煮
・
醤

油
づ
け
、
た
か
き
び
・
山
菜

中
華
ま
ん
等
が
商
品
化
さ
れ
、

「
美
森
マ
ル
シ
ェ
」
や
道
の

駅
「
白
い
森
お
ぐ
に
」
等
に

直
売
所
を
設
置
、
ま
た
、
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
立
ち
上
げ
、

流
通
網
の
整
備
拡
充
を
図
っ

て
い
ま
す
。
荒
廃
農
地
を
活

用
し
た
ワ
ラ
ビ
畑
は
、
鳥
獣

被
害
が
な
く
当
町
で
も
で
き

る
と
感
じ
ま
し
た
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
温
水
利
用

　

間
伐
材
・
林
地
残
材
な
ど

の
未
利
用
資
源
の
活
用
や
森

林
の
保
全
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
を
目
指
し
て
、
木
質

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
へ
の
転
換

を
図
っ
て
い
ま
す
。
役
場
庁

舎
や
小
学
校
の
暖
房
・
給
湯
、

通
学
路
の
融
雪
な
ど
に
使
用

さ
れ
、
雪
国
な
ら
で
は
の
必

要
経
費
で
あ
り
、
重
油
使
用

量
は
半
減
し
大
き
な
効
果
が

出
て
い
ま
す
。
木
質
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ

の
普
及
拡
大
も
図
っ
て
い
ま

す
。�

（
記　

小
澤　

啓
司
）

お
も
て
な
し
環
境
整
備
事
業

　

西
和
賀
町

は
、
総
面
積

３
９
０
・
78

㎢
で
、
約
８

割
を
山
林
が
占
め
て
い
る
町

で
、
国
の
自
然
環
境
保
全
地

域
や
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、

雪
を
観
光
資
源
と
す
る
「
お

も
て
な
し
環
境
整
備
事
業
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
の
受
入
促
進
環
境

整
備
に
要
す
る
経
費
の
補
助

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

Wi
ー
Fi
等
公
衆
無
線
の
整
備
、

ト
イ
レ
の
環
境
整
備
、
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
多
言

語
で
の
表
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
観
光

広
告
整
備
等
を
行
い
、
本
年

度
は
新
た
に
電
子
決
済
機
器

整
備
等
を
対
象
に
機
器
の
整

備
代
金
や
決
済
手
数
料
の
補

助
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

見
習
う
べ
き
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
当
町
で
も
実
践

で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
記　

齋
藤　

永
）

　平成30年10月９日（火）から11日（木）に、議員４名
が山形県小国町、岩手県西和賀町の行政視察をした
ので、その概要を報告します。また、岩手県陸前高田
市の復興状況を現地見学しました。
　視察議員　大舘秀孝・齋藤永・小澤啓司・飯田一

質
問
者

　
大
舘
　
秀
孝
　
議
員

平
成
29
年
度
決
算
か
ら
考
え
ら
れ
る

今
後
の
町
の
方
向
性
は
？

9/11中津川右岸に寄小学校児童が花菖蒲を植栽

岩手県

山形県

西和賀町

小国町

西和賀町副町長等の説明を受けました
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皆さんの傍聴をお待ちしております!　第4回定例会は12月5日(水)開会

編　　集
あとがき

　

落
ち
葉
が
風
に
舞
う
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
日
が
落
ち
る
の

が
早
く
な
り
、
冬
が
駆
け
足
で

近
づ
い
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

９
月
の
議
会
定
例
会
で
平
成

29
年
度
決
算
を
承
認
し
ま
し
た

が
、
既
に
来
年
度
予
算
の
編
成

作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
議
会
の
透

明
性
と
公
平
性
を
確
保
し
、
町

民
の
皆
様
方
が
期
待
と
信
頼
の

持
て
る
議
会
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
方
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
政
発
展

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
齋
藤
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

平
野
由
里
子

　

副
委
員
長　

飯
田　
　

一

　

委

員　

中
野　
　

博

　

委

員　

小
澤　

啓
司

　

委

員　

齋
藤　
　

永

　

委

員　

大
舘　

秀
孝

寄地区の振興と活動について
寄地区振興協議会会長　髙 橋　始さん（大寺宮地在住）

昭和33年に設立
　寄地区振興協議会（以下「本会」）は、昭和
33年（1958年）に発足し、本年で61年目
を迎えました。その間、先人のたゆまざる努力
の積み重ねにより、「寄」の地域振興が図られ、
緑と清流の景観に恵まれ
た心安らぐ深山の里とし
て発展してまいりました。
　本会の組織は本部役員
の他、幹事には７地区の
正副自治会長、本会の下
部組織の青壮年部役員が
選任され、地域一体と
なった組織が構成されて
います。
寄地区の振興を推進
　本会の目的は、寄地区の振興を推進し、地区
の発展と住民の福利増進を図ることにあります。
会員は、寄に住所を有する自治会会員550戸
及び事業所を有する企業15社も特別会員とし
て協働の地域づくりにご協力いただいています。
　主な活動としては、①住民の要望等を集約し、
関係機関への働きかけ　②行政運営に協力し住
みやすい町づくりを目指す　③専門部会・部の
活動強化を図る　④住民の文化的活動の啓蒙　
⑤環境美化運動の推進　⑥各団体との連携　
等々ですが、設立当初から寄の将来を担う子供
たちの健全な育成と成長を願い、ＰＴＡや子供

会活動に対し支援しています。
　このような活動方針に則り、自主事業では、
地区住民が一体となった“納涼盆踊り大会”、
地区の振興に関する“行政との懇談会”、“環境
美化活動”を実施している他、各団体と連携

し若葉まつりや中津川河
川の草刈り作業、青壮年
部としては本部事業への
参画や、自主事業として
の美化活動、ソフトボー
ル大会などを通じ地域住
民との親睦・健康増進を
図っています。
本年度の活動
　本年度の活動は、本部

自主事業の他、来年3月の「寄中学校閉校記念
事業」への協力です。寄中学校は、戦後の混乱
期の昭和22年（1947年）5月に寄村・地域
関係者の並々ならぬご努力により村立中学校と
して建設開校され、本年で72年目を迎えまし
たが、平成31年4月の町内中学校の統合によ
り、同年3月をもって閉校となります。
　歴代の教職員、町・地域の皆様のご苦労に改
めて感謝申し上げ、地域一体となった心に残る
記念事業となるよう本会員一同協力して参りた
いと存じます。
　これからも本会の運営につきまして、ご支援
ご協力賜りますようお願い申し上げます。

毎年５月５日に開催される若葉まつり
（写真は、中津川での川魚のつかみ取り）


